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秋

昭

和

五

十

五

年

―

―

一

月

岩
手
県
文
化
財
調
在
報
告
書
第
四
十
五
集

田

街

岩
手
県
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告岩

手

県

教

育

委

員

会

道



す。
道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
古
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
爪
要
な
音
心
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
著
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
が
変
遷
す
る
な
か
で
、

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
・
番
所
跡
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遺
跡
も
急
激
に
失
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
碩
視
し
昭

和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
の
盛
岡
宿
か
ら
西
へ
進
み
、
国
見
峠
を
経
て
秋
田
藩
領
に
い
た
る
「
秋
田
街
道
」
の
岩
手
県
分
に
つ
い
て
、
街
道
の

現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
凋
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
惑
謝
申
し
上
げ
ま

昭
和
五
十
五
年
三
月

序

そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

教

育

長

新

里

岩

手

県

教

育

委

員

会

盈

か
つ
て
は
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か
わ

3
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補

助

員

専

門

調

査

員

専

門

調

査

員

主
任
中
門
調
査
員

高

橋

哲

郎

川

崎

義

仲

前

雫

石

町

教

委

職

員

菊

池

常

雄

滝

沢

村

文

化

財

調

査

員

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

細

井

計

草

間

俊

一
、
本
謁
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ ア
に）

ニ
、
本
謁
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
凋
査
を
実
施
し
た
。

古
文
甚
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
占
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
訓
図
な
ど
。

調
査
し
た
れ
項

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
凡
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

地
区
調
査
員
（
盛
岡
市
）

地
区
調
査
員
（
平
石
町
）

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
文
部
技
官

四
、
凋
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
謁
は
、
主
任
調
査
員
草
間
俊
一
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

日
収
集
し
た
も
の

一
、
本
北
口
は
歴
史
の
道
「
秋
田
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

口
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の
叙
述
で
あ
る
が

が
密
接
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
地
方
の
関
係
が
、

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
盛
岡
に
南
部
氏
の
居
城
が
置
か
れ
た
結
果
、
城
下
盛
岡
と
秋
田
を
結
ぶ
最
短

距
離
の
道
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
江
戸
時
代
の
前
半
、
京
・
大
阪
の
物
資
は
日
本
海
を
利
用

す
る
西
廻
り
航
路
で
輸
送
さ
れ
た
際
、
秋
田
湊
に
陸
揚
げ
さ
れ
て
、
陸
路
こ
の
街
道
が
利
用

さ
れ
て
輸
送
さ
れ
た
。
宝
暦
年
間
野
辺
地
湊
が
開
か
れ
て
、
奥
州
道
中
が
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
も
、
盛
岡
の
近
江
商
人
は
秋
田
淡
に
陸
揚
げ
し
て
輸
送
す
る
方
が
、
距
離
も
近
い

の
で
こ
の
方
を
唱
ん
で
い
に
。
秋
田
の
佐
竹
藩
と
盛
岡
の
南
部
藩
を
結
ぶ
主
要
な
道
路
で
あ

っ
た
の
で
、
巡
見
使
も
こ
の
街
道
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
幕
府
そ
の
他
の
諸
藩
の
御
馬
買
衆

が
仙
北
郡
か
ら
国
見
峠
を
越
え
て
、
平
平
石
経
由
で
盛
岡
に
来
て
い
る
こ
と
が
田
中
喜
多
芙
氏

中
世
に
お
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
平
下
石
（
滴
石
）
に
戸
沢
氏
の
居
城
が
あ
っ
て
戸
沢

氏
の
所
領
が
こ
の
地
に
あ
り
、
そ
の
一
族
が
仙
北
地
方
に
所
領
を
有
し
勢
力
を
も
っ
て
い
た

の
で
、
こ
の
道
は
仙
北
地
方
と
の
連
絡
の
た
め
に
相
当
利
用
さ
れ
、

rP
平
石
と
角
館
と
の
関
係

山
本
茂
実
『
塩
の
道
・
米
の
道
』
（
角
川
文

庫
本
）
で
は
「
み
ち
の
く
の
夜
這
い
道
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
民
俗
学
的
興
味
か
ら

事
実
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
ま
た
頼
朝
の
奥
州
平
泉
氏
征
討
に
崎
っ

④
 

て
、
北
佐
道
の
軍
が
、
こ
の
迎
を
通
っ
た
と
す
る
の
も
疑
問
で
あ
る
。

四
十
六
号
線
で
あ
る
。

子
』
と
呼
ん
で
お
り
、
平
石
で
は
「
秋
田
往
来
」
と
呼
ん
で
い
た
。
明
治
五
年
の
上
野
辮
吉

②
 

の
修
路
の
願
書
に
秋
田
街
道
と
あ
り
、
明
治
八
年
県
道
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
国
道

称
は
江
戸
時
代
の
記
録
で
は
明
ら
か
な
い
が

盛
岡
か
ら
出
る
時
は
弔
石
街
道
と

『
盛
岡
砂

こ
こ
に
云
う
秋
田
街
道
は
、
明
治
十
四
年
岩
手
県
が
県
里
道
を
ぎ
め
た
際
、
唯
一
の
一
等

県
道
秋
田
街
道
（
盛
岡
ョ
リ
雫
石
・
橋
場
ヲ
経
テ
秋
田
県
生
保
内
二
至
ル
、
途
中
二
駅
）
と

①
 

あ
る
も
の
で
、
岩
手
県
か
ら
秋
田
県
に
通
ず
る
最
も
車
要
な
道
で
あ
っ
た
。
秋
田
街
道
の
名

ヽ

ま

え

が

き

①
『
岩
手
県
史
第
十
巻
』
ニ
ニ
頁

②
『
雫
石
町
史
』
九
六
六
頁

③
『
岩
手
県
史
第
五
』
―
二
六

0
頁

④
『
雫
石
町
史
』
序
文
（
田
中
喜
多
美
）

秋
田
街
道
の
概
要

秋
田
街
道
は
南
部
藩
の
占
絵
図
に
よ
る
も
の
と
、
藩
政
時
代
に
秋
田
街
道
と
い
わ
れ
る
も

一
部
消
筋
が
違
っ
て
い
る
。
即
ち
、
盛
岡
を
出
は
ず
れ
た
前
呂
か
ら
土
淵
を
通
る
の

は
良
い
が
、
そ
れ
か
ら
大
釜
に
出
ず
、
谷
地
道
ー
上
篠
木
ー
篠
木
坂
峠
を
越
え
て
、
丸
谷
地

（
現
小
岩
井
農
場
本
部
附
近
）
ー
沼
返
（
小
岩
井
農
場
南
境
附
近
）
か
ら
七
ッ
森
の
北
側
を

通
っ
て
、
睛
山
か
ら
m下
石
に
出
た
よ
う
に
古
絵
図
で
は
見
ら
れ
、
こ
の
古
道
は
小
岩
井
農
場

部
分
は
と
も
か
く
、
現
在
ほ
ぽ
た
ど
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
こ
の
道
に
沿
っ
て
一
里

塚
が
兜
か
れ
た
よ
う
に
絵
図
面
に
は
あ
る
が
、
現
在
秋
田
街
道
と
し
て
、

の
と

二、

会
・
昭
和
四
十
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

な
と
こ
ろ
は
補
い
度
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
街
道
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
現
地
調
査
員
と
し
て
、
盛
岡
市
に
つ
い
て
は
菊
池
常
雄

氏
、
干
下
石
町
に
つ
い
て
は
川
崎
義
仲
氏
を
委
嘱
し
て
調
査
し
た
後
、
八
月
六
日
午
前
中
、
岩

手
県
庁
を
出
発
し
て
自
動
車
で
国
見
峠
ま
で
行
っ
た
。
途
中
、
二
、
一
三
一
の
神
社
・
寺
院
を
見

学
し
た
だ
け
て
、
そ
の
後
の
補
足
調
査
も
な
い
ま
ま
調
査
完
了
と
い
う
、
県
教
委
の
担
当
者

の
見
解
て
、
秋
田
街
適
に
つ
い
て
執
筆
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
歴
史
の
道
の
調

査
と
し
て
は
全
く
不
充
分
で
、
執
筆
も
は
ば
か
ら
れ
る
次
第
で
あ
る
が
、
川
崎
義
仲
氏
に
再

度
、
現
状
を
聞
い
て
執
筆
し
た
も
の
で
、
全
く
不
充
分
で
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
で
不
足
分

会
・
昭
和
五
十
四
年
）
、

秋
田
街
道
に
つ
い
て
、
『
南
部
叢
書
』
に
あ
る
郷
士
誌
関
係
の
著
書
の
外
、
岩
手
県
立
図

書
館
蔵
の
絵
図
な
ら
び
に
諸
記
録
、
『
岩
手
県
史
』
、
『
平
石
町
史
』
（
雫
石
町
・
同
教
育
委
員

田
中
喜
多
美
『
臼
訳
E
-〗
雫
石
街
道
の
歴
史
』
（
雫
石
町
教
育
委
員

一
里
塚
の
残
っ
て

7
 



な
る
。
こ
の
間
「
盛
岡
領
内
大
道
筋
記
」
（
県
立
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

る。 い
る
の
は
上
淵
か
ら
大
釜
に
出
て
、
現
国
道
を
西
に
進
む
秋
田
街
道
で
あ
る
。
こ
の
道
に
変

夏
し
た
の
は
、
寛
永
十
七
年
と
菊
池
常
雄
氏
は
記
し
て
い
る
が
、

く
、
そ
れ
以
後
の
『
南
部
藩
領
内
総
絵
図
』
に
も
篠
木
坂
峠
を
越
え
る
道
路
が
記
さ
れ
て
い

そ
れ
か
ら
西
へ
橋
場
ま
で
は
若
干
道
路
の
変
更
は
あ
る
が
、

一
、
盛
岡
ョ
lJ
滴
石
マ
テ
三
里
平
地
山
続

此
間
北
上
川
夕
頗
瀬
橋
四
十
八
間
深
五
尺
士
柚

諸
葛
川
板
橋
五
間
一
二
尺

烹
沢
川
土
橋
四
問
深
壱
尺
五
寸

一
、
滴
石
ョ
リ
橋
場
マ
テ
ニ
里
十
町
谷
川
路

此
間
葛
妓
旧
川
広
九
間
深
二
尺

弔
石
川
広
冗
間
深
壱
尺
五
寸

一
、
橋
場
ョ
リ
国
見
峠
（
妻
）
神
境
目
マ
テ
三
里
一
丁
二
十
八
間

此
間
大
山
難
所
、
雪
中
牛
馬
不
通
、
秋
旧
領
小
保
内
へ
出
ル

そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な

ほ
ぼ
現
国
道
に
沿
っ
て
い
る

が
、
橋
場
か
ら
現
国
道
を
そ
れ
て
左
手
、
南
側
の
坂
本
川
沿
い
に
山
を
登
り
仙
岩
峠
に
出
て
、

山
の
尾
根
近
い
斜
面
の
山
道
を
国
見
峠
へ
出
て
、
秋
田
県
の
生
保
内
に
向
っ
て
下
る
こ
と
に

と
あ
る
が
、
同
書
の
駄
賃
附
の
項
に
は
「
盛
岡
ョ
リ
平
下
石
マ
テ
四
里
八
丁
百
廿
文
」
と
あ

る
。
ま
た
、
宝
水
七
年
（
一
七
一

0
)
巡
検
使
下
向
が
伝
達
さ
れ
て
、
そ
の
道
を
実
測
し
て

一
里
毎
に
里
程
標
示
の
木
柱
を
建
設
し
た
。
そ
の
際
の
計
測
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

道
規
数

f
拾
里
六
丁
拾
七
問
平

内
四
里
拾
七
丁
五
拾
五
間
ハ
、
盛
岡
よ
り
雫
石
町
の
御
札
迄
。
此
内
弐
里
一
―
―
拾
四
丁
九
問

半
、
盛
岡
よ
り
仁
佐
瀬
橋
き
わ
迄
栗
谷
川
大
釜
領

一
、
セ
里
廿
九
丁
四
拾
六
間
仁
佐
瀬
橋
よ
り
、
町
の
御
札
迄
弔
石
領
。
同
弐
里
拾
九
丁
四
拾
弐
間
ハ

雫
石
町
御
札
よ
り
、
柚
場
村
御
札
迄
。
同
弐
里
三
拾
丁
四
拾
間
半
ハ
橋
場
よ
り
国
見
御
境
杭
迄

右
之
通
、
江
繋
善
左
衛
門
様
御
改
、
壱
里
間
杭
御
し
IJ

被
成
候
。
（
下
略
）

（
「
繋
村
肝
入
館
市
家
留
書
帖
」
）

三、

秋
田
街
道
に
つ
い
て

の
秋
田
街
適
は
現
在
も
通
行
可
能
な
状
態
に
あ
る
。

こ
の
秋
Ill
街
道
の
う
ち
、
橋
場
か
ら
国
見
峠
越
の
道
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
『
邦
内
郷
村

志
』
の
国
見
峠
と
と
こ
ろ
に
「
滴
石
県
奥
羽
界
経
一
託
此
嶺
上
―
為
二
往
還
ぶ
戌
崖
絶
壁
羊
腸
之
證

道
而
左
右
臨
二
数
百
丈
之
幽
谷
―
故
牛
馬
不
＞
通
、
三
冬
栢
雪
絶
二
行
人
―
旬
日
、
途
―
―
此
山
山
巴

干
秋
田
仙
北
郡
小
保
内
「
是
云
―
―
小
保
内
越
＿
也
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
明
治
に
な
っ
て
橋
場

か
ら
の
国
見
峠
越
の
遺
は
し
は
し
ば
改
修
が
行
な
わ
れ
、
国
見
峠
ま
で
登
ら
ず
仙
岩
峠
（
明

治
九
年
、
こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
っ
て
、
仙
北
郡
と
岩
手
郡
を
結
ぶ
と
い
う
の
で
こ
の
名
称

が
つ
け
ら
れ
た
）
ヒ
ャ
的
よ
り
、
直
に
秋
田
県
側
に
下
る
道
路
が
作
ら
れ
た
り
、
仙
岩
峠
に

出
す
、
廂
川
沿
い
に
国
見
温
泉
の
下
を
通
っ
て
ヒ
ヤ
島
に
出
る
道
に
切
替
え
ら
れ
た
が
、
何

れ
に
し
て
も
冬
期
積
雪
時
の
車
馬
の
通
行
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
最
近
仙
岩
ト
ソ
ネ
ル
の
開

通
に
よ
っ
て
、
冬
期
の
通
行
か
可
能
と
な
り
そ
の
面
目
は
一
新
し
た
。
し
か
し
、
藩
政
時
代

盛
岡
城
下
か
ら
、
秋
田
・
鹿
角
ー
津
軽
方
面
へ
の
出
口
と
し
て
、
夕
顔
瀬
橋
は
甲
要
な
橋

て
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
藩
政
の
は
じ
め
舟
渡
し
で
あ
っ
た
が
、
早
く
か
ら
架
橋
の
計
画
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
橋
も
そ
の
都
度
洪
水
の
た
め
に
流
さ
れ
た
。
そ
れ
を
明
和
二
年
(
-
七
六

五
）
栂
内
忠
左
衛
門
の
設
計
に
よ
っ
て
、
川
中
に
大
石
で
も
っ
て
中
島
を
築
き
、
橋
桁
を
高

め
、
両
屈
か
ら
中
島
に
土
橋
を
架
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
架
橋
に
成
功
し
た
。

夕
顔
瀬
橋
を
渡
り
、
西
に
あ
る
町
並
が
「
新
田
町
」
で
あ
る
。
「
組
屋
敷
百
戸
」
（
『
邦
内

郷
村
志
』
）
と
い
わ
れ
る
。
足
軽
丁
が
あ
り
そ
の
先
が
「
三
十
軒
（
間
）
」
で
、
次
に
「
舛
形
」

が
あ
っ
た
。
盛
岡
城
下
か
ら
の
出
口
は
四
か
所
に
舛
形
が
あ
っ
た
。
奥
州
道
中
の
南
の
仙
北

町
と
北
の
上
田
そ
れ
に
遠
野
・
大
槌
へ
の
街
道
の
神
子
田
と
こ
こ
の
四
か
所
て
あ
る
。
現
在

そ
の
名
残
り
は
全
く
な
い
が
、
向
田
米
店
の
附
近
で
あ
る
。
『
盛
岡
砂
子
』
に
よ
れ
ば
、
「
舛

形
（
中
略
）
是
よ
り
先
、
平
上
石
街
道
な
り
」
と
あ
る
。
そ
れ
か
ら
並
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た

と
「
盛
岡
砂
子
」
に
あ
る
が
、
今
は
市
街
地
で
そ
の
面
影
は
全
く
な
い
。

8
 



は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
と
し
て
い
る
。

南
側
は
、
住
宅
（
駒
草
食
堂
）
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

道
は
平
石
川
の
川
岸
を
西
に
向
う
と
、
右
手
に
稲
荷
神
社
が
あ
る
。
前
呂
か
ら
現
国
道
は

川
沿
い
に
西
に
進
む
が
、

の
検
査
を
す
る
番
所
で
、

旧
道
は
西
北
方
士
淵
を
迂
廻
し
て
、
大
釜
の
竹
鼻
で
再
び
現
国
道

と
一
緒
に
な
る
。
こ
の
道
路
冶
い
に
江
戸
時
代
の
古
碑
が
立
っ
て
い
る
。
上
淵
小
学
校
と
神

山
神
社
の
人
口
附
近
に
多
い
。
年
号
は
文
政
十
一
年
の
も
の
が
最
も
占
い
。

竹
鼻
か
ら
旧
道
は
現
国
道
と
同
じ
で
、

西
に
向
い
中
道
の
道
路
北
側
に
「
日
向
一
屯
塚
」

が
一
瓜
残
存
す
る
。
南
側
の
も
の
は
破
壊
さ
れ
て
あ
と
か
た
も
な
い
。
肌
指
定
の
文
化
財
と

国
消
は
仁
沢
瀬
川
を
渡
る
と
中
石
町
と
な
る
が
、

そ
れ
か
ら
尼
入
卜
文
字
ま
で
は
戦
前
は

立
派
な
松
並
木
が
残
っ
て
い
た
が
、
戦
争
中
の
昭
和
十
八
年
、
松
根
油
採
取
の
た
め
切
り
倒

さ
れ
て
、
現
在
は
な
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
二
本
の
松
の
木
が
、
昔
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い

る
。
仁
沢
瀬
の
坂
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
長
山
へ
の
分
岐
点
が
あ
り
、
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

尾
入
十
文
字
は
、
秋
田
街
道
に
小
岩
井
駅
の
方
か
ら
来
た
道
が
横
切
っ
て
繋
温
泉
に
向
う

道
路
と
な
り
、
十
文
字
の
名
が
あ
る
。
秋
田
街
道
か
ら
繋
に
向
か
う
道
は
昔
か
ら
あ
っ
た
も

の
で
、
直
が
弔
石
川
岸
に
下
り
た
と
こ
ろ
に
尾
入
の
舟
渡
し
が
あ
っ
て
、

石
通
り
御
番
所
に
て
、
御
椅
御
番
所
に
無
之
」
と
あ
る
。

繋
温
泉
に
行
け

た
。
こ
の
渡
し
の
あ
っ
た
附
近
に
尾
入
の
番
所
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
平
下
石
川
を
下
る
材
木
筏

物
留
御
番
所

尾
人
卜
文
字
か
ら
西
に
一
・
五

km
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
、
元
御
所
に
、
沢
内
街
道
へ
の
分

岐
点
が
あ
る
。
現
在
ガ
ソ
リ
ソ
ス
タ
ソ
ド
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
沢
内
街
道
へ
の
正
式
の

道
は
、
後
述
の
雫
石
町
か
ら
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
盛
岡
か
ら
く
る
と
、
こ

の
方
が
便
利
な
の
で
相
当
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
川
崎
義
仲
氏
の
説
で

こ
の
分
岐
点
か
ら
一

km
ほ
ど
行
っ
た
、
適
路
の
両
側
に
一
里
塚
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
一

里
塚
は
保
存
も
よ
く
な
さ
れ
て
い
る
。
「
牛
森
一
里
塚
」
と
呼
ん
て
、

km
で
あ
る
。
四
・
六

km
と
い
う
と
、

い
る
。
そ
の
バ
イ
・
バ
ス
の
南
側
に
残
る
農
道
が
、

県
の
指
定
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
。
前
述
の
「
日
向
一
里
塚
」
か
ら
こ
の
一
里
塚
ま
で
、

911
動
車
の
メ
ー
タ
ー
で

測
量
し
た
と
こ
ろ
四
・
パ

km
で
、
こ
れ
か
ら
次
の
高
前
田
の
一
里
塚
ま
で
も
、
同
じ
四
・
六

ほ
ぼ
四
十
二
町
で
あ
る
。
仙
北
道
て
述
べ
た
じ
里
塚
と

旧
秋
田
街
道
で
現
在
の
国
道
は
少
し
南

干
下
石
町
内
を
通
る
旧
道
沿
い
に
は
、
滴
石
城
跡
、
永
昌
寺
、
臨
済
年
、
広
養
＋
ず
、
小
下
石
代

官
所
跡
、
北
浦
稲
荷
社
、
南
学
院
跡
が
あ
る
。
平
下
石
町
並
を
す
ぎ
て
、
高
前
川
て
旧
道
は
西

に
匝
進
し
て
い
た
が
、
「
子
下
石
町
は
ず
れ
蒼
前
堂
谷
地
、
大
ぬ
が
り
に
て
通
用
悪
敷
」
と
い

わ
れ
た
道
で
あ
っ
た
の
で
、
現
国
道
は
西
南
方
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
旧
道
は
葛
根
田
川
の

東
側
で
は
残
っ
て
い
る
が
、
川
の
西
側
で
は
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
。

旧
道
は
農
協
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ソ
ド
付
近
で
現
国
道
と
一
緒
に
な
る
が
、
春
木
場
部
落
の

は
ず
れ
で
、

旧
道
は
南
側
に
迂
刊
し
て
、
駈
せ

F
り
付
近
で
旧
道
は
現
国
道
と
交
叉
し
て
、

国
道
の
北
側
は
さ
ら
に
田
沢
湖
線
の
北
側
に
出
て
、
山
麓
を
通
っ
て
山
津
田
付
近
ま
で
現
国

道
で
再
び
国
道
と
一
梢
に
な
る
。
こ
の
間
の
旧
道
は
、
農
道
ま
た
は
山
麓
の
藪
の
な
か
に
埋

れ
て
い
る
が
残
っ
て
い
る
。

山
津
田
か
ら
橋
場
ま
て
の
旧
道
は
、

ほ
ぽ
現
国
道
と
一
緒
で
あ
る
が
、
安
栖
附
近
の
南
に

迂
廻
し
た
と
こ
ろ
が
直
線
と
な
り
、
橋
場
の
と
こ
ろ
で
も
旧
道
は
南
側
を
迂
廻
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
赤
渕
駅
の
附
近
に
一
里
塚
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
北
側
は
鉄
道
に
よ
っ
て
、

橋
場
部
落
の
は
ず
れ
、
平
下
石
川
の
東
岸
、
道
路
の
北
側
に
「
橋
場
関
所
遺
趾
」
の
石
碑
が

『
郷
村
占
実
見
聞
記
』
に
は
「

尾
入
但
由
ド

か
ら
現
国
道
に
変
更
さ
れ
た
。

な
っ
て
い
る
。

迎
は
明
治
て
十
二
．
年
の
]
は
雨
で
氾
濫
し
て
、
大
ぎ
な
被
古
を
出
し
た
の
て
、
明
治
卜
五
年

西
に
進
み

↑
卜
石
城
跡
の
北
側
の
附
下
を
通
り
、
館
坂
を
上
っ
て
↑
卜
石
町
に
入
っ
た
。

J

の

よ
り
に
中
石
城
跡
の
堀
聞
か
ら
、
本
丸
南
側
を
通
る
道
と
な
っ
て
い
る
。

旧
直
は
真
直
ぐ
に

生
森
一
里
塚
が
西
に
行
く
と
、
黒
沢
川
の
と
こ
ろ
で
現
在
字
石
バ
イ
・
バ
ス
か
作
ら
れ
て

同
様
、
秋
田
街
道
で
も
四
十
二
町
一
里
で

一
里
塚
が
築
か
れ
た
と
も
若
え
ら
れ
る
。

い
っ
て
い
た
。

か
っ
て
い
る
が

む
か
し
は
舟
渡
し
で
対
岸
の
太
田
村
に
行
っ
た
も
の
で
、
沢
田
の
渡
し
と

次
い
で

ニ
ッ
家
の
は
ず
れ
て
↑
下
石
川
の
川
料
に
出
る
が

そ
こ
に
は
現
在
太
田
橋
が
架

，
 



さ
れ
て
い
る
。
附
近
に
江
戸
時
代
後
期
の
石
碑
が
多
く
あ
る
。

神
山
神
社

鰐
口
、
宝
永
二
年
の
宗
源
宣
旨
が
あ
る
。

ヽ
~
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立
っ
て
い
る
。
橋
場
番
所
跡
と
推
定
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
秋
田
と
の
物
資
の

交
易
を
監
視
す
る
番
所
で
あ
る
。

小
F

石
川
を
渡
っ
て
現
国
道
に
対
し
西
に
真
直
ぐ
進
む
道
が
旧
道
で
、

峠
に
向
か
っ
て
山
を
登
る
。
仙
岩
峠
か
ら
は
山
頂
の
尾
根
沿
い
の
南
斜
面
（
北
風
を
さ
け
る
）

そ
れ
か
ら
国
見
峠
ま
で

を
、
最
近
ま
で
の
国
道
の
頂
上
ヒ
ャ
科
（
八
三
五
•
五

m
)
に
出
、

坂
本
川
沿
い
に
仙
岩

□
 

1
0
 m
ほ
ど
登
っ
て
、
秋
田
県
の
生
保
内
に
向
か
っ
て
下
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
道

は
現
存
し
て
旧
道
の
面
影
を
留
め
て
い
る
。
こ
の
間
の
実
地
踏
査
を
し
な
い
ま
ま
、
報
告
を

書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
川
崎
義
仲
氏
よ
り
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
問
古

絵
図
に
よ
る
と
一
里
塚
が
三
か
所
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
橋
場
か
ら
旧
道
に
入
っ

て
間
も
な
く
一
里
塚
ら
し
い
大
き
な
石
稽
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
程
の
仙
岩
峠
よ
り

や
や
下
っ
た
と
こ
ろ
の
一
里
塚
ら
し
い
も
の
が
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

仙
岩
峠
に
は
、
道
路
を
は
さ
ん
で
秋
田
県
側
と
岩
手
県
の
両
方
に
塚
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

石
柱
が
立
っ
て
い
る
。
南
部
領
側
の
も
の
に
は
「
従
是
西
南
秋
田
領
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

国
見
峠
に
は
秋
田
県
側
に
藩
境
塚
が
あ
り
、
道
路
の
反
対
側
に
石
柱
が
立
っ
て
い
て
、

沢
田
の
渡
し
場

そ
れ

立
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
文
政
十
二
年
桜
庭
氏
奉
納
の
扁
額
、
安
政
五
年
銘
の
あ
る

「
奥
々
風
上
記
」
の
土
淵
村
に
あ
っ
た
鹿
島
神
社
と
神
山
神
社
と
が
合
祀

文
政
五
年
の
青
面
金
剛
と
庚
申
塔
と
刻
ん
だ
石
碑
と
並
ん
で
立
っ
て
い
る
。

⑧
尾
入
番
所
跡
藤
平
作
右
衛
門
氏
の
と
こ
ろ
に
、
番
所
で
使
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
鉄

鍋
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

、ー、

，
 

ヽ
~(1(} 

昭
和
四
十
一
年
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
北
側

元
御
所
の
分
岐
点
（
本
文
参
照
）

⑳
稲
荷
神
社
文
治
五
年
頼
朝
奥
州
征
伐
で
、
工
藤
行
光
が
こ
の
地
を
拝
領
し
た
時
に
建

、_、ー,、
、ー、2
 

＇ー、

い
石
一
個
あ
る
。

現
在
の
太
田
橋
の
約
百
メ
ー
ト
ル
ヒ
流
で
、
南
岸
に
舟
着
場
跡
ら
し

舛
形
（
本
文
参
照
）

了
f
左

杖

田

往

来
足
よ
り
左
三
丁
程
打
沢
内
往
来

四、

文
化
財
•
そ
の
他

O
ゎ

に
は
「
従
是
北
東
盛
岡
領
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

(7) 

地
上
高
七
五
c
m
o

ヽ
ー
、6
 

ヽ
~

理
と
共
に
行
な
わ
れ
、

松
並
木

と
し
て
し
ま
う
。
こ
の
調
査
後
、
現
在
保
護
の
手
が
加
え
ら
れ
た
。

も
欠
削
さ
れ
て
円
形
を
な
し
て
い
る
。
東
西
径
は
残
存
部
で
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
径
は
八

メ
ー
ト
ル
五

0
セ
ソ
チ
。
塚
の
裾
部
よ
り
頂
部
ま
で
の
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
強
。
年
近
道
路

面
よ
り
塚
頂
部
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
強
あ
る
（
中
略
）
。
塚
頂
に
は
一
辺
一
メ
ー
ト
ル
―
―

-0
セ

(5) 

日
向
一
里
塚

ソ
チ
、
深
さ
Ji
七
セ
ソ
チ
ほ
ど
の
方
形
に
濫
掘
さ
れ
た
跡
が
あ
り
、
頂
部
に
後
に
一
ニ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
」
"rnJ
さ
に
自
生
し
た
雑
木
が
七
本
あ
っ
た
。
」
と
あ
る
が
、
現
状
は
道
路
わ
き

の
叢
中
の
土
盛
り
と
し
て
、
そ
の
保
存
管
理
は
良
好
と
は
云
え
ず
、
往
意
し
な
い
と
見
お

こ
の
街
道
の
並
木
の
補
植
は
承
応
二
年
（
一
六
五
―
-
）
に
一
里
塚
の
破
損
修

板
橋
の
道
標

生
森
一
里
塚

そ
の
後
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
、
・
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に

も
手
入
れ
が
行
な
わ
れ
、
享
保
八
年
(
-
七
二
三
）
に
も
補
植
の
行
な
わ
れ
た
文
書
が
あ

る
。
従
っ
て
、
街
道
の
並
木
は
相
当
立
派
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
名
残
り
が
戦
前

に
あ
っ
た
が
、
現
在
幹
の
太
さ
二
九
―
―
-
c
m
と
二
六
三
e
m
の
二
本
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。

明
和
大
年

表

山

邁

丑
七
月
日

施
主長
山
村
小
林
又
わ
衛
門

ん

雫

石

町

道

里
塚
は
「
塚
の
東
北
部
が
大
き
く
欠
削
し
て
い
る
。
東
西
径
は
残
存
部
で
一
―
メ
ー
ト
ル

昭
和
四
十
一
年
に
調
査
さ
れ
、
そ
の
報
告
に
、
「
塚
の
据
部
は
四
周
と

10 



(1$ 

い
。
町
の
補
助
を
必
要
と
す
る
施
設
で
あ
る
。

に
町
内
御
明
神
滝
沢
の
滝
藤
家
を
移
策
し
た
、
中
門
造
り
の
曲
家
が
知
新
館
と
し
て
移
築

さ
れ
て
い
る
。
生
活
史
料
館
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
充
分
依
備
が
な
さ
れ
て
い
な

広
餐
寺
は
曹
洞
宗
で
、
天
正
年
間
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
。
境
内

も
の
で
、
御
番
所
跡
と
考
え
て
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
場
所
と
し
て
は
大
き
い
違
い
は

⑳ 図
赤
渕
の
一
里
塚
（
本
文
参
照
）

広
簑
寺
・
知
新
館

と
こ
ろ
に
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

↑
ド
石
御
番
所
跡

「
橋
場
之
関
遺
趾
」
は
昭
和
二
十
七
年
八
月
御
明
神
村
の
建
立
し
た

こ。
↑
 

つ

~1) 

も
と
大
館
山
の
中
腹
に
あ
っ
た
が

し
ば
し
ば
移
転
し
て
、
現
在
の

で
雫
石
川
を
渡
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
は
元
御
所
の
分
岐
点
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

⑲
沢
内
街
道
の
分
岐
点
古
絵
図
に
よ
る
と
沢
内
へ
の
分
岐
点
で
、
南
に
下
っ
て
根
掘
り

を
も
つ
大
規
模
な
山
城
で
あ
る
。
誰
れ
居
城
か
明
ら
か
で
な
い
。
南
部
藩
が
秋
田
に
対
し

て
構
築
し
た
山
城
と
も
考
え
ら
れ
る
。

山
津
田
の
薬
師

る。

⑳
大
館
跡
大
字
上
野
字
山
津
田
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
空
堀
で
区
切
ら
れ
た
四
つ
の
区
郭

⑲

臨

済

寺

十
点
近
い
江
戸
時
代
の
絵
馬
が
あ

⑲ 

新
里
の
観
音
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。

る
。
境
内
に
大
森
地
蔵
堂
が
あ
る
。
安
産
祈
願
の
子
子
地
蔵
で
あ
る
。

(1~ 

曹
洞
宗
・
広
狸
寺
の
末
寺
で
寛
永
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ

徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
銘
の
あ
る
鰐
口
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

南
側
一
里
塚
は
「
塚
の
頂
部
が
や
や
削
平
さ
れ
て
お
り
、
平
面
底
形
は
方
形
ら
し
い
痕

跡
を
と
ど
め
て
お
り
、
東
西
径
―
ニ
メ
ー
ト
ル
七

0
セ
ソ
チ
。
南
北
径
―
ニ
メ
ー
ト
ル
六

0
セ
ン
チ
。
塚
の
裾
部
よ
り
頂
部
ま
で
の
高
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
ニ

0
セ
ソ
チ
。
至
近
道
路

面
よ
り
塚
頂
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
九

0
セ
ソ
チ
。
頂
部
に
一
一
本
の
松
の
木
が
あ
る
。

径
四

0
セ
ソ
チ
、
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
西
に
あ
る
他
の
一
本
は
径
六

0
セ
ン
チ
、

高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
現
状
は
報
告
と
大
差
な
く
、

好
で
あ
る
。

滴
石
城
跡
・
八
幡
宮

永
昌
寺
・
大
森
地
蔵
堂

万
治
元
年
の
開
山
と
伝
え
ら
れ
る
。

保
存
も
良

部
埋
め
立
て
ら
れ
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
本
丸
跡
に
は
八
幡
宮
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
正

ー
ト
ル
五

0
セ
ソ
チ
（
以
上
マ
マ
）
。
塚
の
裾
部
よ
り
頂
部
ま
で
の
高
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
五

0
セ
ソ
チ
。
至
近
道
路
面
よ
り
塚
頂
部
ま
で
は
三
メ
ー
ト
ル
あ
る
の
で
、
塚
は
ほ
ぽ
原
形

の
高
さ
を
保
っ
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
塚
頂
に
は
後
に
一
―
一
メ
ー
ト
ル
ほ

南
側
一
里
塚
は
「
塚
の
の
平
面
底
形
は
隅
丸
方
形
で
、
東
西
径
八
メ
ー
ト
ル
ニ

0
セ
ン

チ
。
塚
の
裾
部
よ
り
頂
部
ま
で
の
高
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
五

0
セ
ソ
チ
。
至
近
道
路
面
よ
り

塚
頂
部
ま
で
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
の
で
、
塚
は
原
形
の
高
さ
を
保
っ
て
い
る
と
み
て

差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
塚
の
頂
に
は
、
後
に
補
植
し
た
杉
で
―
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高

さ
に
は
え
て
い
た
。
数
え
て
み
た
ら
一
六
本
あ
っ
た
。
」
と
あ
る
が
北
塚
は
報
告
の
状
況

で
あ
る
が
、
南
塚
の
十
六
本
の
杉
の
木
は
塚
及
び
そ
の
周
辺
か
塚
上
な
の
か
、
現
状
は
塚

と
周
辺
の
杉
と
灌
木
と
が
一
緒
に
な
っ
て
、
塚
の
状
況
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

春
木
場
の
観
音
堂

(1り

道
路
の
北
側
に
滴
石
城
跡
と
し
て
堀
跡
も
残
っ
て
い
る
が
、

ど
の
高
さ
に
自
生
し
た
ケ
ヤ
キ
が
七
本
あ
っ
た
。

一
本
は

る。」

⑲ 

碕
前
田
一
里
塚

を
合
祀
さ
れ
て
い
る
。

五

0
セ
ン
チ
、
南
北
径
―
ニ
メ
ー
ト
ル
ニ

0
セ
ソ
チ
で
あ
る
の
で
、
東
北
部
は
欠
削
さ
れ

て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
ほ
ぽ
原
形
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
塚
の
裾
部
よ
り
頂
部

ま
で
の
高
さ
は
ニ
メ
ー
ト
ル
七

0
セ
ソ
チ
、
至
近
道
路
面
よ
り
塚
頂
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
五

六
セ
ン
チ
。
頂
部
に
は
径
一
メ
ー
ト
ル
余
、
高
さ
―
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
松
の
大
樹
が
あ

昭
和
四
十
年
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、
北
側
一

里
塚
は
「
塚
の
平
面
底
形
は
方
形
で
、
東
西
径
八
メ
ー
ト
ル
五

0
セ
ソ
チ
。
南
北
径
八
メ

⑰ 

三
社
座
神
社

る。

M 

雫
石
代
官
所
跡

明
治
四
年
郷
社
と
な
っ
た
神
社
で
、
天
照
皇
大
神
、
春
日
神
、
八
幡
神

平
石
の
代
官
所
跡
は
、
役
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い

11 



峠
で
そ
こ
か
ら
秋

iU
領
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

恢
従
っ
て
、
こ
の
石
柱
は
嘉
永
五
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

鎧
明
神
・
兜
明
神
・
山
神
の
三
柱
神
を
祀
っ
て
、
三
柱
神
社
と
云
っ
て
い

る
。
橋
場
部
落
の
産
十
神
で
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
庚
申
塔
が
あ
る
。

仙
岩
峠
藩
撓
塚
と
標
柱

道
路
を
は
さ
ん
で
藩
境
塚
が
兜
か
れ
、
南
部
領
の
塚
は
東
西

仔
約
ニ
・
五
m
、
南
北
径
約
三
•
五

m
、
高
さ
約
0
．
じ
m
で
あ
る
。
秋
田
領
の
塚
は
、

東
西
径
約
こ
•
四

m
、
南
北
径
約
四
．

0
m
、
高
さ
約
―

.
0
m
で
、
頂
部
に
高
さ
―
-
―

0
m
の
四
角
な
石
柱
が
立
っ
て
い
る
。
石
柱
に
は
「
従
是
西
南
秋
田
領
」
と
刻
ま
れ
て
い

使
立
会
で
御
境
が
ぎ
め
ら
れ
て
お
り
、
文
化
―
―
年
(
-
八

0
五
）
に
御
燒
柱
を
立
て
て
い

る
晶
録
が
あ
る
。
加
永
五
年
(
-
八
四
九
）
前
々
よ
り
の
木
柱
を
石
柱
に
直
し
た
と
あ
る
。

国
見
峠
藩
境
塚
と
標
識

道
路
を
は
さ
ん
で
秋
田
領
側
に
は
藩
境
塚
が
あ
り
、
径
約
三

m
の
高
さ

O・
七

m
の
円
形
の
塚
が
あ
る
。
南
部
領
側
に
は
塚
が
な
く
、
台
石
を
置
い
て

そ
の
ヒ
に
四
角
な
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。
台
の
高
さ
二
八

em
、
巾
九
O
c
m
、
奥
行
八
七
・

五
c
m
、
標
柱
高
さ
一
」
ハ
―
-
c
m
、
巾
1

卓
―
-
c
m
、
麻
さ
―
―
八
c
m
て
あ
る
。
標
柱
に
は
「
従
是
北

東
盛
岡
領
」
と
あ
る
。
仙
岩
峠
の
標
柱
と
同
時
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
秋

Ill
領

か
ら
登
っ
て
来
る
と
、
こ
こ
か
ら
盛
岡
領
に
な
る
し
干
ド
石
側
か
ら
登
っ
て
来
る
と
、
仙
府

る
。
『
↑
ド
石
町
史
』
掲
載
の
賓
料
に
よ
る
と
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
一
二
九
）
両
藩
の
御
検

ぽ (2~ 

応
一
柱
神
社

な
い
と
考
え
る
。

12 





盛岡市 新田町並および三つ家舛形
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盛岡市厨川稲荷神社

盛岡市沢田の渡し場跡
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盛岡市土瀾小学校付近の旧道

盛岡市・土瀾・神山神社
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曇 一溝沢村 日向一里塚
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ヽ

'-~ 

ヽ
盛岡市並木松

雫石町並木松

雫石町左の写真の道憬

雫石町板橋の道慣 （写真中央の棚の中）

雫石町秋田街道（右）、沢内街道（左）の分岐点

雫石町尾入御番所跡
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雫石町八幡宮 （雫石城跡本丸）

雫石町雫石城跡東麓の旧秋田街道

J 

t屯芍9.A 
,i . 'if疇

"~ 

雫石町生森一里塚（南塚）

雫石町雫石城跡の下に向う旧秋田街道

雫石町舘坂下の供養塔
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雫石町永昌寺
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雫石町 山津田の薬師 雫石町赤渕一里塚訪
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